
　

今
井
地
区
人

権
啓
発
推
進
協

議
会
主
催
の
視
察
研
修
が
2
月
27

日
（
土
）
に
行
わ
れ
、
30
名
が
参

加
し
「
人
間
愛
の
人　

杉
原
千
畝
」

の
功
績
を
称
え
た
記
念
館
を
訪
ね

ま
し
た
。
映
像
を
見
な
が
ら
の
國

枝
館
長
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
後
、

施
設
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

1
9
3
3
年
、
ド
イ
ツ
に
ナ
チ

ス
政
権
が
誕
生
し
ヒ
ト
ラ
ー
独

裁
の
も
と
、
強
大
な
軍
事
力
に

物
を
言
わ
せ
、
周
辺
諸
国
を
次
々

と
併
合
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

1
9
3
5
年
に
ナ
チ
ス
が
定
め
た

法
律
に
よ
り
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
民
権

が
剥
奪
さ
れ
迫
害
が
始
ま
り
ま

す
。
1
9
3
9
年
に
ド
イ
ツ
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
侵
攻
す
る
と
ロ
シ

ア
も
侵
攻
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
東

西
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
な
年
に
リ
ト

ア
ニ
ア
の
領
事
代
理
（
領
事
は
い

な
か
っ
た
の
で
実
質
上
の
領
事
）

と
な
っ
た
の
が
外
交
官
の
杉
原
千

畝
で
す
。
1
9
4
0
年
、
リ
ト
ア

ニ
ア
な
ど
バ
ル
ト
三
国
は
ド
イ
ツ

か
ら
自
分
達

を
守
る
た
め

ソ
連
加
入
の

道
を
選
び
ま

す
。
ユ
ダ
ヤ

人
へ
の
襲
撃

や
ド
イ
ツ
軍

に
よ
る
強
制

連
行
が
頻
繁
に
行
わ
れ
迫
害
は
激

し
さ
を
増
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　

当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
在
住
の
ユ
ダ

ヤ
人
は
3
5
0
万
人
と
言
わ
れ
、

彼
ら
は
魔
の
手
か
ら
逃
れ
よ
う
と

手
を
尽
く
し
、
北
へ
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
た
人
達
が
辿
り
着
い
た
の

が
リ
ト
ア
ニ
ア
で
し
た
。

　

ナ
チ
ス
の
迫
害
か
ら
逃
れ
る
た

め
彼
ら
の
進
む
道
は
た
だ
一
つ
、

そ
れ
は
「
ロ
シ
ア
を
通
り
、
日
本

へ
上
陸
し
た
後
ア
メ
リ
カ
へ
渡

る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

あ
る
朝
、
領
事
館
の
庭
を
ユ
ダ

ヤ
人
が
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
を
通
る
ビ
ザ
の
発
給
を

求
め
て
。
し
か
し
、
1
9
3
9
年

に
「
日
独
伊
三
国
同
盟
」
が
締
結

さ
れ
て
い
た
た
め
、
ビ
ザ
の
発
行

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
、

比
較
的
好
き
な
私
で
は

あ
る
が
、
還
暦
を
過
ぎ
た

こ
の
頃
、
や
た
ら
体
の
衰

え
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
▼
細
か
い
字

な
ど
特
に
夜
に
は
見
え
な
い
。
携

帯
電
話
は
何
処
？
昨
日
の
夕
食
の

副
菜
は
何
だ
っ
た
？
な
ど
思
い
出

す
の
に
時
間
が
か
か
る
▼
週
一
で

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
14
年
ほ
ど
続
け

て
い
る
が
、
こ
の
頃
は
、
初
見
で

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
動
き
に
付

い
て
行
け
な
い
時
も
あ
る
。
又
、

平
ら
な
所
で
躓つ

ま
ず

く
事
も
よ
く
あ

る
。
体
が
硬
く
な
り
、
柔
軟
体
操

が
き
つ
い
▼
そ
れ
で
も
、
私
が
老

い
て
は
い
ら
れ
な
い
。
我
が
家
に

は
、
私
た
ち
の
上
の
世
代
が
健
在

な
の
だ
か
ら
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
動
き
を
よ
く
見
、
脳
で
確

認
し
、
手
足
の
運
動
神
経
へ
伝
達

し
体
を
動
か
す
。『
脳
活
、
脳
活
』

そ
う
思
い
な
が
ら
も
時
々
さ
ぼ
り

た
く
な
る
日
も
あ
る
。
そ
ん
な
時

主
人
が
『
今
日
は
エ
ア
ロ
ビ
だ
よ

ね
。
早
く
夕
食
を
済
ま
せ
て
行
か

な
く
ち
ゃ
ね
。』
と
背
中
を
押
し

て
く
れ
る
。
又
、
会
場
が
改
善
セ

ン
タ
ー
と
近
い
事
も
、
長
続
き
し

て
い
る
理
由
の
一
つ
だ
。
衰
え
に
、

少
し
で
も
ブ
レ
ー
キ
を
懸
け
る
べ

く
、
マ
イ
カ
ー
の
軽
ト
ラ
で
、
こ

れ
か
ら
も
、
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
通

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
A・M
）

人
権
・
平
和

学
習
視
察

國枝館長さんの説明

は
同
盟
国
へ
の
背
信
行
為
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
杉
原
は
、
日
本
政
府

に
事
情
を
説
明
し
日
本
国
内
通
過

の
た
め
の
ビ
ザ
発
行
の
許
可
を
打

診
し
た
の
で
す
が
、答
え
は「
ノ
ー
」

で
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
達
の
惨
状
を

考
え
な
が
ら
悩
み
抜
い
た
末
に
、

彼
は
〈
命
令
に
背
い
て
も
ビ
ザ
を

発
行
し
よ
う
〉
と
決
心
し
、
こ
う

し
て
「
命
の
ビ
ザ
」
の
発
行
が
始

ま
っ
た
の
で
す
。

　

早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
食
事
の

時
間
も
惜
し
ん
で
の
作
業
で
す
。

そ
の
一
方
で
外
務
省
宛
に
、
ビ
ザ

の
発
行
を
始
め
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。
翌
日
、〈
即
刻
領
事
館

を
閉
鎖
し
退
去
せ
よ
〉
の
電
報
が

届
き
ま
す
が
、
こ
れ
を
無
視
し
て

発
行
を
続
け
ま
し
た
。

　

一
方
ソ
連
か
ら
は
「
8
月
一
杯

に
領
事
館
を
閉
め
国
外
退
去
を
」

の
通
告
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
日
本
か
ら
〈
領
事
館

を
閉
鎖
し
直
ち
に
ベ
ル
リ
ン
大
使

館
へ
行
け
〉
と
の
電
報
に
、
従
わ

ざ
る
を
得
ず
、
こ
う
し
て
発
行
は

終
わ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
連
合
国
側
に
無
条
件
降

伏
し
て
大
戦
が
終
結
し
、
杉
原
他

日
本
公
使
館
の
関
係
者
は
ソ
連
軍

に
拘
束
さ
れ
、
先
の
見
え
な
い
生

活
が
始
ま
り
ま
す
。

　

1
9
4
6
年
12
月
、
突
然
の
連

絡
に
よ
り
、
シ
ベ
リ
ア
を
経
て
帰

国
の
途
に
つ
き
ま
す
。
長
く
辛
い

旅
の
末
、
彼
等
は
1
9
4
7
年
2

月
博
多
港
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
し

て
官
職
を
追
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
か

ら
の
生
活
は
平
坦
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
命
の
ビ
ザ
に
よ
っ
て
日

本
へ
渡
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
へ
渡
っ

た
ユ
ダ
ヤ
人
は
6
0
0
0
人
と
言

わ
れ
彼
等
は
世
界
各
地
に
逃
れ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
多
数
の
人
々
が

移
住
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
8
月
「
命
の
ビ
ザ
」

に
よ
り
救
わ
れ
た
一
人
の
来
訪
者

が
探
し
求
め
て
い
た
杉
原
と
再
会

し
た
こ
と
に
よ
り
、
命
を
賭
し

た
人
間
愛
に
満
ち
た
彼
の
偉
業
が

世
に
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
60
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政

府
か
ら
「
諸
国
民
の
中
の
正
義
の

人
賞
」
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
が
多
く
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

世
界
に
向
け
報
道
さ
れ
、
大
き
な

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

2
0
0
0
年
、
外
務
大
臣
に

よ
っ
て
外
交
史
料
館
に
杉
原
千
畝

顕
彰
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
世
論
が
国
を
動
か
し
、
彼
の

信
念
に
よ
る
「
人
命
を
守
る
」
と

い
う
勇
気
あ
る
行
動
を
国
も
認
め

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
「
真
の
人
間
愛
と
は
、
勇
気
と

は
何
か
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

（
資
料
「
杉
原
千
畝
物
語
」
金
の

星
社
）

杉
原
千
畝
記
念
館
を
訪
ね
る
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＊
古
田　

善
雄

矢
島　

文
雄

　

藤
澤　

貴
仁

＊
上
條　

和
幸

藤
本　

圭
一

＊
馬
留　

良
一

＊
丸
山　

一
郎

＊
下
田　

益
義

大
槻　

義
治

三
村　

博
昭

藤
田　

光
栄

大
槻　
　

均

小
林　

清
美

＊
滝
沢　

清
二

鷲
沢　

実
男

（
＊
印
は
町
内
公
民
館
長
兼
務
）

横
山　

俊
彦

池
田　

直
樹

柏
原　

雅
雄

藤
森　
　

明

山
村　

光
久

清
澤　

幸
則

上
條　

忠
茂

前
田　

正
彦

今
村　

厚
子

溝
上
恭
一
郎

　

県
道
松

本
平
広
域

公
園
線
ス

カ
イ
パ
ー

ク
バ
ス
停

近
く
の
十

字
路
交
差

点
に
信
号

機
が
設
置

さ
れ
、
３
月
30
日
よ
り
稼
働
し
て

い
ま
す
。
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮

し
た
歩
車
分
離
式
の
信
号
機
で
、

交
差
点
名
は
「
空
港
西
」
で
す
。

　

交
通
量
が
多
く
、
衝
突
事
故
が

多
発
し
て
い
た
危
険
な
場
所
に
、

待
望
の
信
号
機
設
置
と
な
り
ま
し

た
。

武
居　

孝
治

上
條　
　

正

三
村　

清
亀

三
村　

清
亀

古
川　

義
郎

原　
　

愛
子

中
沢　

東
二

村
山　

悦
子

杉
山　

洋
子

中
島　
　

親

 

中
村
美
智
子

清
澤
三
和
子

本
間　

舞
美

橘　

ゆ
み
子

桜
井　

幸
子

矢
島　

文
雄

古
田　

善
雄

丸
山　

祐
介

清
澤　

考
一

丸
山　

祐
介

清
澤　

靖
仁

櫻
井　
　

理

村
山　

涼
子

田
中　

哲
夫

湯
本　

武
司

片
桐　

義
章

髙
橋　

章
子

徳
嵩　

芳
人

中
村　

吉
孝

犬
飼　

公
紀

櫻
井　

利
彦

上
條
八
百
喜

上
條　

博
文

大
久
保
圭
司

今
溝　

由
佳

上
杉　

章
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
本　

松
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

 

杉
山
き
く
み

藤
澤　

康
雄

今
井　
　

学

横
山　

俊
彦

野
尻　
　

光

櫻
井　

英
彰

村
山　

和
男

　

古
池　

健
一　

 

◎
丸
山　
　

毅

　

71
歳
の
時
に
松
本
市
福
祉

１
０
０
円
バ
ス
助
成
事
業
に
よ
る

市
内
全
バ
ス
路
線
及
び
上
高
地
線

電
車
乗
車
パ
ス
券
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
前
は
松
本
へ
の
用
事
が
あ
っ

た
と
き
、
時
間
の
調
整
が
で
き
る

自
家
用
車
で
行
き
ま
し
た
が
、
衛

生
協
議
会
の
会
議
は
午
後
が
多

く
、
ま
た
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
朝

小
林　

幸
子　
　

 

○
櫻
井　

伸
彦

野
尻　

和
彦
（
兼
全
市
版
）

花
岡　

幸
子　
　
　

 

丸
山
あ
や
め

長
村　

知
子

９
時
開
催
で
駐
車
場
は
満
杯
と
な

り
難
儀
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
で
は
１
０
０
円
パ
ス
券
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
松
本
へ
は
約
30

分
位
で
着
き

ま
す
。
バ
ス

に
ゆ
ら
れ
な

が
ら
車
外
を

眺
め
て
行

く
と
、
今
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ

た
風
景
が
目
に
入
り
、
ゆ
っ
た
り

し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
ま
た
市

内
で
移
動
す
る
と
き
も
巡
回
バ
ス

が
あ
り
、
病
院
、
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
あ
が
た
の
森
な
ど
に

１
０
０
円
で
移
動
で
き
て
大
変
便

利
で
す
。

　

時
に
は
帰
宅
が
遅
く
な
る
用
事

の
場
合
、
行
き
は
連
れ
合
い
に
松

本
空
港
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
、
帰

り
に
立
ち
飲
み
の
店
か
焼
き
鳥
屋

で
一
杯
飲
み
、
見
ず
知
ら
ず
の
客

と
世
情
の
会
話
を
交
わ
し
て
充
実

し
た
１
日
を
感
じ
つ
つ
バ
ス
に
て

帰
途
に
つ
き
ま
す
。

　

高
齢
者
は
お
お
い
に
バ
ス
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
参
考
ま
で
に
松

本
発
最
終
バ
ス
は
松
本
空
港
止
ま

り
で
す
が
午
後
８
時
50
分
で
す
。

公園西交差点

公
園
西
に
信
号
機
新
設

平
成
28
年
度
4
月
入
園・入
学
生
徒
数

平
成
28
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
28
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
28
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
28
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

No.261

矢嶋　明
（南耕地）

「100円
バス万歳」

【
町
会
長
】

連
合
会
会
長
（
東
耕
地
）

連
合
会
副
会
長
（
南
耕
地
）

　
上
新
田
町
会
長

　
堂　
村　
〃

　
中　
村　
〃

　
中　
沢　
〃

　
下
新
田　
〃

　
境
新
田　
〃

　
西
耕
地　
〃

　
北
耕
地　
〃

　
野　
口　
〃

　
古　
池　
〃

　
西　
原　
〃

　
北
今
井　
〃

　
公
園
西　
〃

【
町
内
公
民
館
長
】

館
長
会
会
長
（
西
原
）

館
長
会
副
会
長
（
野
口
）

　
上
新
田
公
民
館
長

　
中　
村　
〃　

　
南
耕
地　
〃

　
西
耕
地　
〃

　
北
耕
地　
〃

　
古　
池　
〃

　
公
園
西　
〃

体
育
協
会
長

財
産
区
議
長

開
発
・
空
港
対
策
委
員
長

衛
生
協
議
会
長

今
井
地
区
公
害
対
策
委
員
長 

【
民
生
児
童
委
員
協
議
会
】

会
長
（
上
新
田
・
堂
村
）

副
会
長
（
中
村
・
中
沢
・
下
新
田
）

　
境
新
田
・
東
耕
地

　
南
耕
地
・
西
耕
地

　
北
耕
地
・
北
今
井

　
野
口
・
古
池
・
西
原 

　
公
園
西

　
民
生
主
任
児
童
委
員

町
会
婦
人
部
長

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
長

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長

福
祉
ひ
ろ
ば
推
進
委
員
長

今
井
福
祉
協
議
会
長

子
ど
も
会
育
成
会
長

消
防
団
第
20
分
団
長

交
通
安
全
協
会
支
部
長

鉢
盛
中
学
校
今
井
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

今
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

今
井
保
育
園
保
護
者
会
長

今
井
小
学
校
長

鉢
盛
中
学
校
長

県
立
松
本
養
護
学
校
長

今
井
保
育
園
長

今
井
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

Ｊ
Ａ
今
井
支
所
長

今
井
道
の
駅
長

鎖
川
土
地
改
良
区
理
事
長

中
信
平
右
岸
土
地
改
良
区
担
当
理
事

◇
今
井
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
職
員

 　
　
　
〃　
　

今
井
担
当
保
健
師

◇
福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◇
今
井
公
民
館
関
係

　
公
民
館
長

　
公
民
館
主
事

　
公
民
館
運
営
委
員
長

　
図
書
視
聴
覚
委
員
長

　
文
化
委
員
長

　
体
育
委
員
長

　
館
報
編
集
委
員

　

網
掛
け
は
、
27
年
度
よ
り
の
留
任
者

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

○
鉢
盛
中
学
校　
　
　

　
　
　
全
生
徒　
　
　
４
９
２
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　
96
名
）

　
　
　
28
年
度
入
学　
１
８
２
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　
30
名
）

○
今
井
小
学
校

　
　
　
全
児
童　
　
　
１
６
３
名

　
　
　
28
年
度
入
学　
　
　
27
名

○
今
井
保
育
園

　
　
　
全
園
児　
　
　
　
　
72
名

　
　
　
28
年
度
入
園　
　
　
22
名
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